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研究成果の概要（和文）：チンパンジーと各種鯨類を対象に様々な表象形成過程について比較認

知科学の観点から検討した。特に、チンパンジーにおける視線計測、行為における自己認識、

鯨類における社会的注意、視覚的個体認識について明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：Various aspects of representational processes were investigated 
with chimpanzees and dolphins from the comparative-cognitive perspective. Especially, 
We investigated the cognitive processes in eye tracking in chimpanzees, sense of 
self-agency in chimpanzees, sensitivity to social attention in dolphins, and visual 
individual recognition in dolphins.  
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１．研究開始当初の背景 

われわれを取り巻く世界を、われわれはど
のように切り分け、どのように認識している
のか。 

この問いは、認知科学の根幹に関わる問題
である。本計画ではこの問いに「比較認知発
達科学」という観点から答えるために、「多
様性(Diversity)」、「多重性(Multiplicity, 
Multilayered)」、「階層性(Hierarchy)」をキ
ーワードに検討を進めていきたい。すなわち、
認知機能の根幹である「表象形成能力」につ
いて、多様な認知領域での表象形成過程を、
「表象の多重性」と「表象の階層性」という
観点から検討することとした。 
さらに、比較対象についても、ヒトを含む各

種の霊長類と鯨類を対象に、比較対象の多様
性と階層性に着目しつつ検討を進めた。 
国外での研究を見ると、多様な種での認知

研究はそれぞれの系統群で活発になされる
ようになってきている。しかしながら、国内
では、やはり一部の霊長類や鳥類に比較認知
研究が偏っている。さらに、国内外ともに、
ひとつの研究チームが上記のような多様な
系統群での一貫した比較研究を行っている
事例は一部の例外を除いて皆無に近い。その
ため、各動物種からの知見の比較が間接的な
ものに終始し、生産的な議論が阻まれている。
このような現状に対する適切なブレークス
ルーをもたらすべく、本計画では、ヒトを含
む霊長類(ヒト、チンパンジー、ニホンザル、
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など)および鯨類(バンドウイルカ、カマイル
カ、ベルーガなど)を対象として、異なる系
統群から、近縁種間までを同一の研究チーム
が階層的に比較することを計画した。 

 
２．研究の目的 

われわれが暮らす世界は、さまざまな形で
分節可能である。物理的因果性に支配された
世界、生態学的な「環境」としての世界、他
の個体とのかかわりの中から創発する「社会
的」な環境。これら多様な世界の中の事象に
ついて形成される表象には、領域固有の多様
性と通領域的な共通性が並存しているはず
である。そこで本計画では、表象形成の対象
である「世界」を大きく「物理･生態学的な
環境(非社会的環境)」と「社会的・心理学的
環境」に分け、それぞれに複数の研究課題を
設定して、多様な比較を進めていくことにし
た。 

また、世界の多様な側面についての表象が
持つ Dynamism を詳細に検討することも本計
画の目的の一つだった。わたしたちの形成す
る心的表象は、従来考えられていたような瞬
間瞬間を切り取った静止画像のような静的
な側面だけではなく、過去や将来の状態をも
内包したより動的なものである。このような
表象の Dynamism を、より一般化して表象の
「多重性(Multiplicity, Multilayered)」と
呼ぼう。さまざまな事象についての心的表象
には、色、形、場所などの静的な情報のみな
らず、時間、速度、変化といった動的情報ま
でもが多重的､多層的に織り込まれているは
ずである。その多重性・多層性がどのように
実現されているのか、そして、進化と発達と
いう 2つの生物学的な時間軸の中でどのよう
に獲得されてきたのか、そしてそれはなぜか。
本計画では、この問いに多様かつ階層的な比
較を通して答えていきたい。 
 
３．研究の方法 
具体的な研究テーマは大きく「静止／運動

事象における『運動･変化』の表象」、「物理
的事象の知覚」、「社会的事象の知覚」に分け
て検討してきた。 
(1)チンパンジーにおける自己行為の認

識： 近年、ヒトの研究において自己認知を
規定する重要な要因として視覚フィードバ
ックと内受容感覚などの対応関係が指摘さ
れるようになってきた。この問題は、身体的
自己知覚における「自己作用感覚(sense of 
agency)の問題でもある。そこで、ヒトおよ
びチンパンジーを対象として、トラックボー
ルシステムを用いた自己作用感覚に関する
実験を実施する。 

(2)鯨類における視覚的他個体認識： 
イルカなどの鯨類がヒトなどの他種の個

体や同種他個体を視覚的にどのように区別

しているかについては全く分かっていない。
そこで、まず、日常のトレーニング場面を応
用して、ヒトトレーナーの識別に関する実験
を行う。 
(3) 鯨類における他者の注意状態の認知： 

霊長類では他個体の注意状態の認知に関す
る比較研究が進んでいるが、イルカ類では皆
無である。そこで、日常のトレーニング場面
を用いて、イルカがトレーナーの注意の状態
をどのように理解しているかについて検討
する。 
 (4) チンパンジーにおける視線計測： 
 これまでヒト以外の霊長類では身体拘束
下での視線計測研究が主流であった。したが
って、チンパンジーなどの大型類人猿では視
線計測はほぼ不可能であった。しかし、近年、
ヒトを対象とした非拘束・非接触型の視線計
測装置が開発された。この装置を用いて、非
拘束下でのチンパンジーの視線計測を実施
し、彼が様々な画像をどのように注視してい
るのかについて検討する。 
 
４．研究成果 

(1)チンパンジーにおける自己行為の認識： 

3 個体のチンパンジーが実験に参加した。
実験装置としてタッチパネルつきのモニタ
とトラックボールを実験室に設置した。彼ら
はまず、トラックボールを操作して画面上に
提示されたカーソルを動かし、画面上の標的
刺激に触れさせて消すという訓練を受けた。
その後、画面上には自身が動かすカーソルと
ダミーのカーソルが提示される条件に移行
した。この条件下では、試行の最後に選択フ
ェーズに移行し、自分が操作していたカーソ
ルに触れることが要求された(図 1)。ここま
での訓練を受けたのち、ダミーカーソルの動
きを、自分が以前に操作したカーソルの動き
を再生する、という条件に変更してテストを
行った。この条件では、「自分がこのカーソ
ルを動かしている」という感覚、つまり、自

 
図 1 トラックボール操作課題 



 

 

己作用感覚がないと、自分のカーソルを正し
く選択することはできない。 

テストの結果、3個体とも、統計的に有意
に高い確率で自分が操作していた方のカー
ソルを選択することができた。また、カーソ
ルの動きとトラックボールの動きを完全に
無関係にすると(オフライン条件)、チンパン
ジーの成績は有意に低下した。これらの結果
から、チンパンジーにおいても、身体的自己
認識の重要な構成要素である「自己作用感
覚」が存在することを明確に示すことができ

た。さらに追加のテストにおいて、トラック
ボールの操作とカーソルの動きの間の時間
的・空間的関係を操作したところ、0.3 秒遅
延の効果はほとんど見られなかったのに対
し、空間関係が 135°ずれると明確に成績が
低下することなどが示され、身体的自己意識
の時空間特性についての示唆が得られた。 

 
(2) 鯨類における視覚的他個体認識： 
名古屋港水族館のバンドウイルカ 4個体を

対象に、トレーナー(ヒト)の視覚的個体識別
に関する実験を行った。課題は「ついたて課
題」と呼ばれるもので、イルカはそれぞれの
トレーナーの指示でついたての左右いずれ
かの場所に移動し、そこでトレーナーのサイ
ンに従って演技を行い報酬を得る。トレーナ
ーは、毎回ついたての背後に隠れる。そして、
テスト試行ではトレーナーとダミーの人物
が左右から同時に現れる。その際にイルカが
どちらの人物に追従するかを記録した (図
2)。実験の結果、4 頭のイルカはこのテスト
において平均 89%という高い正答率を示した。
この結果は、バンドウイルカが他種の個体を
視覚的に識別できることを強く示唆してい
る。 
 
(3) 鯨類における他者の注意状態の認知：  

バンドウイルカに対するトレーナーによる
演技訓練の場面を利用してイルカがトレー
ナーの注意の状態をいかに認知しているか
について実験を行った。イルカにサインを出
す際にイルカに対して顔と体の両方が 0°、
45°、90°、180°ずれている顔+体条件、体
は正面で顔は 0°～90°ずれている顔条件、
そして逆に顔は正面で体がずれている体条
件の 3種類の条件下でイルカの反応を記録し
た(図 3)。 
 実験の結果、顔+体条件と、体条件におい
てのみ、回転角度に応じた成績の低下が観察
された。イルカにとってトレーナーの指示に
従うかどうかの判断は、トレーナーがイルカ
の方を向いているかどうかではなく、サイン
による指示が自分の方に向けられているか
どうかによって規定されていることが明ら
かとなった。 
 
 (4) チンパンジーにおける視線計測： 
非拘束・非接触型の視線計測装置(アイトラ
ッカー)をチンパンジーに導入し、各種の実
験を行った。まず、チンパンジーに様々な写
真を呈示し、自由に注視している際の視線パ
ターンを解析した。その結果、ヒトもチンパ
ンジーも動物(ヒトやチンパンジーを含む)
の顔に視線が集中することを明らかにした
(図 4)。ただし、その程度はやはりヒトの方
が強いことも明らかとなった。また、ヒトは
顔での視線の停留時間が長く、チンパンジー
は固視点間の距離がヒトよりも大きかった。
つまり、チンパンジーは短い停留時間で画面
上をあちこちスキャンするということが明
らかとなった)。 また、ヒトまたはチンパ
ンジーのモデルが左右いずれかの位置に注
意を向けている画像を呈示したところ、ヒト
では、モデルの種に関係なく、モデルが見て

 
図 2 個体識別実験 

(ついたてテスト) 



 

 

いる方にある物体に視線が向かうのに対し、
チンパンジーでは、自種のモデルの注意の方
向にのみ感受性が高いという結果となった。
この結果は、共同注意や視線追従などの社会
的認知の問題を考える上でも極めて興味深
い結果であるといえる。 
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